
《令和２年度カリキュラム》

（詳細は裏面をご覧ください）

期 日 講 師 紹 介

10／17(土) ① 高崎商科大学 特任教授 熊倉 浩靖

② 花遊染 主宰・友禅作家 永井 與子

10／31(土) ③ 東京農工大学大学院工学研究院生命機能科学部門 准教授 中澤 靖元

④ 桐生大学短期大学部アート・デザイン学科 講師 寺村 サチコ

11／14(土) ⑤ 鷺宮 咲前神社 宮司 和田 雅之

⑥ 蚕絲館 主宰・座繰糸作家 東 宣江

11／28(土) ⑦ (一財)大日本蚕糸会 蚕糸科学研究所 所長 清水 重人

⑧ 群馬県立世界遺産センター 所長 高橋 陽一

※新型コロナウイルス感染症の発生状況により、開催日時や内容など変更する場合があります

◆会 場 日本絹の里 ２階会議室

◆開講時間 13：30～15：50（講義内容により時間が多少変わることがあります）

◆受講料（教材費含む） ３，０００円（開校式当日に徴収いたします）

・講義開催日は、特別展等の観覧料が受講生は無料になります。

・受講年度の「日本絹の里紀要」を１冊差し上げます。

◆修了証書の授与 ５講座以上出席された方には、日本絹の里館長から修了証書を授与いたします。

◆募集人数 先着２５名

◆応募方法 往復ハガキの往信裏面に、①氏名（ふりがな）、②住所、③郵便番号、④年齢、

⑤電話番号、返信表面に、ご自身の①住所、②氏名を記入のうえ、日本絹の里

「日本絹の里大学係」あてにお申し込みください。

〆切 令和２年９月１８日（金）必着

〒370-3511 群馬県高崎市金古町８８８－１

TEL 027-360-6300 ／ FAX 027-360-6301

今年も「日本絹の里大学」を開校します。

絹や蚕について専門家がわかりやすく解説いたします。

ご一緒に勉強しませんか！
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